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2 Miyagi県老連　第119号

通巻通巻１２０１２０号記念号記念

第１号（昭和51年３月）第１号（昭和51年３月）
写真は座敷での研修会です。「老人ク写真は座敷での研修会です。「老人ク
ラブ活動は、娯楽７分、教養３分がラブ活動は、娯楽７分、教養３分が
適当といわれていますが、・・・」と適当といわれていますが、・・・」と
の記載があります。の記載があります。

　県老連の会員広報誌「県老連だより」
が通巻120号となりました。
　第１号の発行は昭和51年（1976年）
３月で、当時の山本知事の挨拶が載っ
ております。
　49年間の中で大きな出来事や節目の
巻号を拾い上げてみました。

第10号（昭和54年４月）第10号（昭和54年４月）
当時の県内最高齢は103歳との当時の県内最高齢は103歳との
記事があります。記事があります。

第43号（平成元年３月）第43号（平成元年３月）
「さよなら仙台市老連」と「さよなら仙台市老連」と
の見出しがあります。の見出しがあります。

第65号（平成10年３月）第65号（平成10年３月）
第64号から誌面サイズがA4版にな第64号から誌面サイズがA4版にな
り、65号から「みやぎ」が「MIYAGI」り、65号から「みやぎ」が「MIYAGI」
になりました。になりました。

第96号（平成25年１月）第96号（平成25年１月）
震災で約２年休刊し、Ａ4版モノクロで震災で約２年休刊し、Ａ4版モノクロで
再スタートしました。再スタートしました。

第100号（平成27年２月）第100号（平成27年２月）
　　　　　　

第72号「そよ風」（平成17年７月）第72号「そよ風」（平成17年７月）
誌面サイズがタブロイド判になり名称が誌面サイズがタブロイド判になり名称が
「そよ風」となりました。当時の浅野史郎「そよ風」となりました。当時の浅野史郎
知事と村山会長の対談記事が掲載されてお知事と村山会長の対談記事が掲載されてお
ります。震災前（第95号）まで、このスタります。震災前（第95号）まで、このスタ
イルが続きます。イルが続きます。

第50号（平成３年９月）第50号（平成３年９月）
「ねたきりゼロ」運動が紹「ねたきりゼロ」運動が紹
介されております。介されております。



3 Miyagi県老連　第119号

令
和
6
年
11
月
20
日
（
水
）、
21
日
（
木
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肌
寒
く
小
雨
の
降
る
天
候
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
約
１
２
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
し
、
宮
城
県
か
ら
は
18

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
３
件
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
式

典
に
先
立
ち
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
横
浜

ら
し
く
、
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。バ

ン
ド
の
指
導
者
は
「
三
原
綱
木
と
ニ
ュ
ー
ブ
リ
ー
ド
」
の
メ
ン

バ
ー
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
曲
目
も
横
浜
や
川
崎

に
ゆ
か
り
の
昭
和
歌
謡
も
演
奏
さ
れ
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
は
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉
学
長
で

日
本
栄
養
士
会
代
表
理
事
会
長
の
中
村
丁
次
医
師
に
よ
る
講
演
で
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
と
栄
養
・
食
事
」
に
つ
い
て
戦
後
の
栄
養
事
情
と
現
在

の
比
較
や
２
０
１
５

年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
「
高
齢

化
と
健
康
に
関
す
る

ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー

ト
」
の
説
明
等
、
と

て
も
分
か
り
や
す
く

興
味
深
い
も
の
で
し

た
。な

お
、
１
日
目

終
了
後
の
夕
食
時
に

は
、
宮
城
県
か
ら
の

参
加
者
で
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。

地
域
で
や
れ
る
事
を
や
る

全国老人クラブ大会へ参加しました

岩
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

吉
田
八
重
子
さ
ん

（
玉
崎
長
寿
会
）

令
和
６
年
11
月
20
日
、
私
は
、
宮
城
県
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
一
緒
に
新
幹
線
と
電
車

を
乗
り
継
ぎ
、
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
第
５
３
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
行
っ
て

来
ま
し
た
。
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
功
労
表
彰
」
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

横
浜
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
近
代
的
な

高
層
ビ
ル
と
レ
ン
ガ
造
り
の
ビ
ル
が
交
じ
る
街

の
中
で
イ
チ
ョ
ウ
並
木
に
迎
え
ら
れ
、
会
場
の

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
へ
到
着
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
全
国
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
１
２
０
０

人
も
参
加
し
ま
し
た
。
授
賞
式
は
2
日
目
に
行

わ
れ
、
私
が
い
た
だ
い
た
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
功
労
表
彰
」
は
全
国
で
52
名
の
受
賞
者
で
し

た
。振

り
返
る
と
、
私
は
頼
ま
れ
る
と
イ
ヤ
と

言
え
ず
何
で
も
す
る
タ
イ
プ
な
の
で
し
ょ
う
。

平
成
７
年
に
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
民
生
委

員
に
な
り
１
０
０
軒
の
世
帯
を
担
当
し
ま
し

た
。
こ
の
中
に
は
高
齢
者
が
64
名
お
り
、
夫
婦

の
み
の
世
帯
も
２
軒
あ
り
ま
し
た
。
月
に
１
回

の
訪
問
活
動
で
し
た
が
、
町
内
会
か
ら
も
感
謝

さ
れ
、
こ
ん
な
に
も
み
ん
な
の
た
め
、
地
区
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
段
々
と
活

動
を
広
げ
ま
し
た
。
学
校
に
雑
巾
を
贈
り
、
放
課

後
に
子
供
達
へ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
指
導
し
た

り
す
る
活
動
も
10
年
ぐ
ら
い
や
り
ま
し
た
。

今
は
市
老
連
女
性
部
で
そ
の
話
を
し
て
、
女

性
部
会
員
で
雑
巾
を
縫
い
、
市
内
の
四
つ
の
小
学

校
へ
配
付
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
、
岩
沼
小
学

校
に
は
放
課
後
に
「
の
び
や
か
教
室
」
が
あ
り
、

昔
遊
び
で
１
時
間
ほ
ど
子
供
達
と
一
緒
に
遊
び
、

に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

大
き
な
お
褒
め
を
頂
く
な
ど
は
、
皆
さ
ん
に
感

謝
・
御
礼
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
月
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
20
名
ほ
ど
で
ワ
イ
ワ
イ
と

や
っ
て
お
り
、
月
末
の
木
曜
日
に
は
誕
生
会
も
開

催
し
て
、
大
変
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
11

月
の
「
い
い
夫
婦
の
日
」
に
は
、
４
組
の
夫
婦
が

お
祝
い
を
頂
き
ま
し
た
。
会
長
か
ら
は
「
け
ん
か

し
て
も
い
い
夫
婦
」
な
ど
と
手
書
き
さ
れ
た
カ
ー

ド
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
か
ら
は
寒
い
日
が

多
い
の
で
、
公
会
堂
で
ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
を
行
う

事
に
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
ク
ラ
ブ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
無
く
な

る
地
域
が
あ
る
中
で
、
楽
し
く
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
元
気
な
１
０
０
歳
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
。

全国老人クラブ連合会会長表彰受賞者の紹介
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令
和
６
年
10
月
17
日
（
木
）
色
麻
町
愛
宕
山
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に

お
い
て
，
第
28
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
，
好
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
４
０
０
名
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
は
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の
サ
ッ
カ
ー
場
（
人
工
芝
）
の
た
め

様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
大
き
な
事
故
も
無
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
に
は
、
色
麻
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び
（
株
）
同

和
興
業
様
の
ご
協
力
に
よ
り
地
元
産
食
品
等
及
び
「
色
麻
平
沢
温
泉

か
っ
ぱ
の
湯
」
の
利
用
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
場
外
周
で
は
、
色
麻
町
の
地
場
産
食
品
の
販
売

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
来
場
も
あ
り
、
参
加
者
に
非
常
に
好
評
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ（
女
子
）優
勝

岩
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
竹
駒
長
寿
会
）　　
　

　
太
田
光
枝
さ
ん

長
寿
会
に
入
会
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

健
康
の
た
め
趣
味
で
卓
球
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
年
前
に
長
寿
会
の
仲
間
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
に
誘
わ
れ
、
何
度
か
プ
レ
ー
す
る
う

ち
に
は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
週
１
回

木
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
好
き
が
集
ま
る

「
木
曜
会
」と
、
月
１
回「
本
町
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
に
参
加
し
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

今
回
、
県
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
で
、
私
の
顔

と
名
前
を
憶
え
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
方
が
多
く

な
り
、
交
流
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
仲
間

と
楽
し
い

時
間
を
過

ご
し
た
い

と
思
い
ま

す
。

競技結果

グラウンドゴルフ

男子　
第１位　小山　勝雄さん（81）大和町　スコア34
第２位　遠藤　　洋さん（82）白石市　スコア36
第３位　佐藤　正男さん（87）川崎町　スコア37
第４位　小澤　絹夫さん（79）大崎市　スコア37
第５位　伊藤　　稔さん（75）大崎市　スコア37

女子
第１位　太田　光枝さん（72）岩沼市　スコア38
第２位　管野　菊子さん（82）石巻市　スコア38
第３位　庄司とき子さん（72）大郷町　スコア39
第４位　木下　仁子さん（75）南三陸町　スコア39
第５位　髙橋　清子さん（76）南三陸町　スコア40

ペタンク
優　勝　　大河原町（金ケ瀬下町長寿会）
　　　　　　　　　　及川　惠志さん（76）
　　　　　　　　　　工藤　勇市さん（74）
　　　　　　　　　　中村　徳子さん（75）
準優勝　　美里町（和栄会）　
　　　　　　　　　　笠松　　清さん（88）
　　　　　　　　　　狩野　久志さん（90）
　　　　　　　　　　兵藤三代子さん（75）
　　　　　　　　　　亀山　栄子さん（77）
第３位　　気仙沼市老人クラブ連合会
　　　　　　　　　　小野寺紀治さん（84）
　　　　　　　　　　小野寺修一さん（79）
　　　　　　　　　　小野寺利勝さん（77）
　　　　　　　　　　後藤　行子さん（78）

健
康
増
進
と
親
睦
交
流
　
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
！

健
康
増
進
と
親
睦
交
流
　
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
！

 

 
 
 
 
 

大河原町金ケ瀬下町長寿会

4

⑧ 6

6 ⑪ ➈ 8 3

栗
原
市
B

気
仙
沼
市

大
河
原
町

栗
原
市
A

村
田
町

松
島
町

美
里
町

大
崎
市

⑨ 5 ⑦

⑪ 10

優勝

⑨

第３位
7 ⑩

（ペタンク）
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チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
優
勝
に
！

大
河
原
町
金
ケ
瀬
下
町
長
寿
会

第
28
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ペ
タ
ン
ク
の
部
で
大
河
原
町

金
ケ
瀬
下
町
長
寿
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
大
河
原
町
の
優

勝
で
す
。

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
地
区
会
長
さ
ん
が
決
め
、
普
段
の
練
習
は
し

て
お
ら
ず
、
年
１
回
の
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
町
の
大
会
で
リ
ー
グ

戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
勝
ち
、
優
勝
で
き
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、
予

選
で
敗
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
決
勝
ま
で
い
き
勝
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
誰
か
の
調
子
が
よ
く
な
く
て
も
他
の
選
手
が
補
っ
て
く
れ
た

の
が
勝
因
と
思
い
ま
す
。
選
手
宣
誓
も
大

河
原
町
だ
っ
た
の
で
す
が
、
宣
誓
で
「
競

技
を
楽
し
み
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、

お
お
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
大
会
で

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な

く
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

支
え
合
い
づ
く
り
、
地
域
貢
献
な
ど
老
連

の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
２
０
数
年
と
な
り
ま

す
。
日
頃
は
近
所
の
公
園
に
て
練
習
、
大
和
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
等
へ
参
加
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

週
二
回
ほ
ど
の
活
動
で
す
が
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
で

健
康
維
持
、
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
と
話
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を

回
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
良
い
点
は
、
個
人
競
技
で
は
あ

り
ま
す
が
仲
間
作
り
も
出
来
ま
す
し
、
老
若
男
女
誰
で
も

楽
し
く
簡
単
に
プ
レ
イ
で
き
る
点
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一

で
練
習
に
励
み
ま
し
て
、
ま
た
好
成
績
を
出
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ（
男
子
）優
勝

大
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

（
も
み
じ
ヶ
丘
二
丁
目
ひ
ま
わ
り
会
）

　
小
山
勝
雄
さ
ん

ペタンクは大河原町老連が連覇！！
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令
和
６
年
11
月
７
日
（
木
）
栗
原
市

栗
原
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
44

回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
３
５
０
名
の
会

員
等
が
参
集
し
ま
し
た
。

当
日
は
お
忙
し
い
中
、
佐
藤
智
栗
原

市
長
及
び
髙
橋
渉
市
議
会
議
長
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
地
元
築
館
の
城
生
野
神

楽
で
開
会
し
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
の
会
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
記
念
品
と
し
て
、
地
元

栗
原
の
会
員
が
栽
培
し
た
新
米
２
合
が

配
布
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

各
表
彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

老人福祉事業功労者（27名）
№ 老連名 氏　名 役　　　職　　　名

1 石 巻 市 日 野　 豊 石巻市老人クラブ連合会理事

2 石 巻 市 小 松 英 雄 石巻市老人クラブ連合会理事

3 塩 竃 市 加 藤 浩 悟 塩竃市老人クラブ連合会健康部長

4 気仙沼市 高橋カツ子 気仙沼市老人クラブ連合会前健康づくり部員

5 白 石 市 大 槻 雄 一 白石市老人クラブ連合会前理事

6 名 取 市 角 井 雅 夫 名取市老人クラブ連合会副会長

7 角 田 市 猪 狩 正 功 角田市老人クラブ連合会前会長

8 多賀城市 山 内 紘 子 多賀城市老人クラブ連合会副会長

9 栗 原 市 蘇武きよ子 栗原市栗駒地区老連理事

10 栗 原 市 遠 藤 和 司 栗原市単位クラブ元会長

11 栗 原 市 狩野はるみ 栗原市花山地区老連元女性部長

12 東 松 島 中 山 勝 文 東松島市老人クラブ連合会副会長

13 大 崎 市 阿 住 陽 子 大崎市老人クラブ連合会副会長

14 大 崎 市 髙 橋 明 男 大崎市老人クラブ連合会理事

15 蔵 王 町 石 井 久 義 蔵王町老人クラブ連合会副会長

16 大河原町 日 下 勇 一 大河原町単位クラブ副会長

17 村 田 町 眞 壁 虎 雄 村田町老人クラブ連合会前会長

18 亘 理 町 松 本 岸 雄 亘理町老人クラブ連合会元会長

19 山 元 町 松 本　 主 山元町老人クラブ連合会前副会長

20 松 島 町 土 井 德 雄 松島町老人クラブ連合会前会長

21 七ヶ浜町 星　 初 枝 七ヶ浜町老人クラブ連合会前副会長

22 利 府 町 阿 部 長 夫 利府町老人クラブ連合会元理事

23 大 衡 村 早 坂 繁 利 大衡村老人クラブ連合会会長

24 色 麻 町 小 川 藤 子 色麻町老人クラブ連合会前副会長

25 加 美 町 畠山正太郎 加美町老人クラブ連合会前副会長

26 涌 谷 町 小 畑　 茂 涌谷町老人クラブ連合会副会長

27 美 里 町 鈴 木 輝 雄 美里町老人クラブ連合会前会長

優良老人クラブ（20団体）
№ 老連名 団体名称 設立年月日

1 石 巻 市 深山・牛田上下親和会 昭和40年４月

2 塩 竃 市 花立松竹会 平成３年５月

3 気仙沼市 高井七福会 昭和38年９月

4 名 取 市 若くなる会 昭和63年４月

5 角 田 市 西小坂ひまわり会 昭和44年４月

6 多賀城市 新田米寿会 平成３年４月

7 岩 沼 市 玉崎長寿会 昭和37年11月

8 栗 原 市 根岸白寿会 昭和50年４月

9 栗 原 市 瀬嶺樂福会 平成17年４月

10 栗 原 市 金田第三楽生会 平成９年５月

11 東松島市 二反走シニア笑学考 平成27年11月

12 柴 田 町 羽山長寿会 昭和51年４月

13 松 島 町 初原老人クラブ長生会 昭和39年４月

14 七ヶ浜町 吉田浜長生会 昭和37年４月

15 利 府 町 皆の丘クラブ 平成20年４月

16 加 美 町 北柳会 昭和60年４月

17 涌 谷 町 ９の３長寿会 昭和63年４月

18 女 川 町 大原南ひまわりクラブ 平成30年４月

19 本 吉 町 上郷高年部共栄会 平成24年４月

20 南三陸町 志津川東地区高齢者クラブ 平成28年９月

社会貢献活動クラブ（8団体）
№ 老連名 団体名称 活動内容

1 石 巻 市 成田老人クラブ青葉会 地域交流

2 栗 原 市 秋法上不老会 友愛活動

3 栗 原 市 泉谷わらび会 友愛活動

4 栗 原 市 姫松長生会 友愛活動

5 亘 理 町 荒浜地区老人クラブ連合会 地域交流

6 松 島 町 本郷老人クラブ 友愛活動

7 七ヶ浜町 松ケ浜福寿会 防犯子育

8 涌 谷 町 岸ケ森和楽会 防災活動

仲間を称え活動実践を誓う！宮城県老人クラブ大会を挙行！
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

志
津
川
東
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

（
南
三
陸
町
志
津
川
、
佐
藤
清
太
郎
会
長
、
会
員
数
40
名
、
平
成
28
年
9
月
設
立
）

・
ク
ラ
ブ
の
活
動

志
津
川
東
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
古
澤
孝
夫
会
長
（
初
代
）
が
、
震
災
後
の
南
方
仮

設
住
宅
で
共
に
自
治
会
活
動
を
し
て
き
た
仲
間
と
、
高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
解
消
し
よ

う
と
結
成
し
ま
し
た
。

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
で
交

流
・
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
」、

合
言
葉
は
「
伸
ば
そ
う
、
健
康
寿
命
」

で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
月
1
回
（
8

月
・
12
月
は
除
く
）
第
3
金
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
「
お
茶
っ
こ
会
＆
チ
ョ

イ
飲
み
会
」
が
あ
り
ま
す
。

開
催
に
際
し
て
は
、
班
長
が
会
員
宅

を
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が

ら
参
加
を
呼
び
掛
け
、「
連
絡
袋
」
を

基
に
事
前
に
参
加
者
を
把
握
し
ま
す
。

こ
の
時
に
顔
を
見
な
が
ら
声
掛
け

す
る
こ
と
で
、
安
否
確
認
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

「
お
茶
っ
こ
会
＆
チ
ョ
イ
飲
み
会
」

の
内
容
は
、
コ
ロ
ナ
前
は
、
会
員
の

加
藤
さ
ん
の
ピ
ア
ニ
カ
伴
奏
に
よ
る

懐
か
し
い
「
唱
歌
」
の
合
唱
（
歌
詞

を
全
員
に
配
布
）
や
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
♪
、
歌
の
得
意
な
会
員
に
よ
る
発

表
、
演
奏
会
な
ど
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
は
、
外
部
講
師
を
依
頼
し
「
特
殊
詐
欺
講
話
」、「
認
知
症
予
防
」、「
心
の
健
康
」

等
の
研
修
や
頭
の
体
操
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
視
察
研
修
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
4
年
前
か
ら
毎
年
10
月
に
「
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
①
「
ボ
ケ
な
い
音
頭
」

で
準
備
運
動
、
②
紅
白
の
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
「
玉
入
れ
」
、
③
「
新
・

ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技
、
④
簡
易
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
⑤
血
圧
測
定
、
等
で
す
。

会
場
の
草
刈
り
・
清
掃
作
業
は
定
期

的
に
行
い
、
冬
の
時
期
に
は
雪
掻
き

も
行
い
ま
す
。

・
ク
ラ
ブ
の
課
題

現
在
、
会
員
の
年
齢
構
成
は
90
代

8
名
、
80
代
19
名
、
70
代
12
名
、
そ

の
他
1
名
で
、
平
均
年
齢
は
83
歳
で

す
。※

組
織
の
再
編
（
天
王
山
中
央
行

政
区
会
員
の
新
組
織
結
成
等
）

で
超
高
齢
化
し
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
み
、
草
刈
り
や
清
掃

作
業
、
買
い
出
し
等
年
々
負
担
が
重

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
…

明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く

そ
の
た
め
に
は

コ
ロ
ビ
ス
ナ
ヨ
！

　
　
　
キ
ツ
ケ
デ
ネ
！

声
掛
け
が
大
事
！

《
会
長
　
佐
藤
清
太
郎
》

▲南方仮設時、毎朝のラジオ体操
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各
市
町
村
で
健
康
づ
く
り
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
（
３
月
ま
で
に
さ
ら
に
３
件
開

催
予
定
）。

健
康
づ
く
り
研
修
会
支
援
事
業
は
，
市
町

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
健
康
づ
く

り
研
修
会
に
つ
い
て
，
希
望
す
る
テ
ー
マ
等
に

よ
り
県
連
合
会
が
講
師
を
調
整
す
る
も
の
で

す
。（
市
町
村
連
合
会
が
講
師
を
手
配
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

会
場
使
用
料
，
講
師
謝
金
等
は
，
県
連
合

会
が
支
援
し
ま
す
（
宮
城
県
補
助
金
）。

テ
ー
マ

　「
笑
っ
て
健
康
」

講
　
師

　
六
華
亭
遊
花 

氏

　
①
柴
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

　
　（
創
立
60
周
年
記
念
）

　
　
９
月
12
日
（
木
）

　
②
大
衡
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
10
月
23
日
（
水
）

　
③
岩
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
12
月
12
日
（
木
）

   

テ
ー
マ
　「
骨
・
カ
ル
シ
ウ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」

　
気
仙
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
11
月
25
日
（
月
）

講
　
師

　
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
（
株
）

　
　
　
　
東
北
支
店 

様

テ
ー
マ

　「
人
を
良
く
す
る
と
書
い
て
「
食
」

　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
口
か
ら
美
味
し
く

　
　
　
　
食
べ
る
コ
ツ
」

　
女
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
８
月
２
日
（
金
）

講
　
師

　
雄
勝
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
河
瀬
聡
一
朗 

所
長

テ
ー
マ
　「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

　
七
ヶ
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
９
月
13
日
（
金
）

講
　
師

　
宮
城
県
理
学
療
法
士
会 

様

健
康
づ
く
り
研
修
会

健
康
づ
く
り
研
修
会

▲柴田町老連研修会（60周年記念）

▲大衡村老連研修会

▲七ヶ浜町老連研修会

▲色麻町老連「歌って健康」研修会
　講　師：（株）東北第一興商
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
７
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹

ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
は
明
る
い
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
も
一
昨
年
か
ら
大
き
く
緩
和
さ
れ

ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
な
お
、
感
染
症

の
予
防
対
策
等
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
計
画
し
た

事
業
を
恙
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
災
害
、
さ
ら
に
９
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
当
連
合
会
に
お
き

ま
し
て
も
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
救
援
拠
金
を
被
災
地
に
送
り
ま
し
た

が
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念
す

る
も
の
で
す
。

さ
て
、
本
年
は
明
る
く
希
望
を
持
っ

て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て
行
け
る

よ
う
願
う
も
の
で
す
が
、
高
齢
者
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
は
一
層
厳
し
い
も
の

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
、
我
が
国
で
は

少
子
高
齢
化・人
口
減
少
が
進
み
社
会・

経
済
・
家
族
・
地
域
と
言
っ
た
基
本
的

条
件
と
そ
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
高
齢
者
の
健
康
生

活
活
動
へ
の
制
限
や
社
会
的
な
孤
立
・

孤
独
な
ど
と
言
っ
た
事
態
を
顕
在
化
さ

せ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
し
て
、
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
見
守
り
支

え
合
う
こ
と
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま

す
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
見
守

り
支
援
等
の
友
愛
活
動
で
は
、
高
齢
者

相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業
の
活
動
の
幅

を
広
げ
、
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
に

も
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

私
達
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
今
後
と
も

会
員
の
意
欲
と
行
動
、
住
民
の
励
ま
し

と
協
力
及
び
行
政
の
理
解
と
支
援
の
下

に
、
健
康
・
友
愛
・
地
域
貢
献
な
ど
多

彩
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
は

も
と
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
に

高
齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
で

き
る
よ
う
な
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

に
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
官
民
が
一
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
加
も

一
層
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
平
均
寿
命
の
延
伸

に
よ
っ
て
人
生
百
年
時
代
の
到
来
が
現

実
と
な
っ
た
一
方
で
、
増
加
す
る
高
齢

者
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可

能
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
の
仲
間
と
の
多
彩
な
健
康
づ
く
り
活

動
や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
介

護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
で
元
気
高
齢

者
を
目
指
す
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

我
々
の
活
動
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様

の
健
康
と
幸
福
を
第
一
に
考
え
、
活
動

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
皆
様
が
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
県
当
局
を
は
じ
め
県
社
会
福

祉
協
議
会
並
び
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
本
年
も
ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

　

髙
橋
壽
一

新
年
のご

挨
拶
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高
齢
者
相
互
支
援
事
業
の
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
及
び
各
市
町
村
女
性

委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
し
た
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
　
時
：
令
和
６
年
９
月
５
日
（
木
）
13
：
10
～

場
　
所
：
み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

参
加
者
：
約
１
０
０
名

研
修
内
容

（
１
）
高
齢
者
福
祉
の
概
要

　
　
　
宮
城
県
保
健
福
祉
部

　
　
　
長
寿
社
会
政
策
課

　
　
　
主
任
主
査（
班
長
）　
小
原 

知
幸 

様

（
２
）
急
ご
う
！
我
が
家
の
地
震
対
策

　
　
　
宮
城
県
土
木
部
建
築
宅
地
課

　
　
　
技
術
主
査　
泉
澤 

喬 

様

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー・女
性
リ
ー
ダ
ー
合
同
研
修
会
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第
34
回
理
事
会
の
協
議
結
果

　
令
和
６
年
９
月
19
日
（
木
）
、
み
や
ぎ
ハ
ー

ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
３
F
中
会
議
室
に
お
い
て

第
34
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議

結
果
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
第
28
回
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

　
　
準
備
状
況
に
つ
い
て

　
準
備
作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
町
村

毎
の
参
加
選
手
数
見
込
み
及
び
会
場
の
使

用
上
の
規
制
に
つ
い
て
事
前
に
各
市
町
村

老
連
へ
周
知
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
，

実
施
計
画
（
案
）
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
，
参
加
記
念
品
及
び
上
位
入
賞
者
へ

の
賞
品
の
提
供
に
つ
い
て
，
色
麻
町
老
連

と
協
議
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

２
　
令
和
7
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の

　
　
会
場
に
つ
い
て

　
昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
仙
台
近
郊
の
市
町
老
連
と

協
議
し
た
結
果
、
県
老
連
に
お
い
て
理
事

会
の
議
決
を
経
て
開
催
地
（
案
）
を
決
定

す
る
こ
と
と
な
り
、
県
老
連
と
し
て
大
和

町
で
開
催
す
る
案
が
諮
ら
れ
、
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
令
和
8
年
度
は
名
取
市

を
候
補
と
し
、
9
年
度
以
降
の
開
催
地
に

つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

３
　
役
員
選
任
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
現
在
の
規
定
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
市
町

村
区
分
に
つ
い
て
、
行
政
に
よ
る
区
分
を

参
考
に
し
た
一
般
的
な
区
分
へ
の
変
更
に

つ
い
て
、
ま
た
、
併
せ
て
理
事
定
数
が
定

款
規
定
の
下
限
人
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
若
干
の
増
員
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

４
　
そ
の
他

（
１
）
令
和
6
年
度
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
現

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
4
月
現
在
の
会

員
数
が
２
０
、
２
８
０
人
と
の
結
果

を
受
け
、
会
員
減
少
の
原
因
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
来
年
度
の
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

会
場
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
7
年
度
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
大
会

女
川
町
総
合
運
動
公
園

（
３
）
就
業
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

事
務
局
職
員
の
就
業
規
程
の
改
正

に
つ
い
て
、
内
容
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
４
）
会
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
執
行
状

況
（
令
和
6
年
3
月
～
8
月
）
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
）
そ
の
他
、
今
後
の
行
事
予
定
等
の
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
第
２
回
市
町
村
連
合
会
長
・

事
務
局
合
同
会
議
の
協
議
結
果

　
令
和
６
年
１
２
月
４
日
（
水
）
、
み
や
ぎ

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て

市
町
村
連
合
会
長
・
事
務
局
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
協
議
結
果
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
　
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の

　
　
開
催
地
に
つ
い
て

　
令
和
5
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
度
は
大

和
町
、
そ
れ
以
降
も
仙
台
近
郊
で
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
と
し
て
は
、
令
和
９
年
度
以

降
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
各
候
補
施
設

の
利
用
上
の
課
題
・
制
約
を
踏
ま
え
検
討

し
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
複
数
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
開
催
地
市
町
老
連
の
人
的
・

経
費
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
方
策
を
検
討

し
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え

て
、
大
会
の
実
施
内
容
を
含
め
て
引
き
続

き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
　
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

　
　
開
催
地
に
つ
い
て

　
現
在
の
輪
番
制
の
計
画
が
R
8
年
度
で

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
開
催
地

の
計
画
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
案
と
し
て
県
内
全
県
域
で
の
輪
番
制

の
継
続
、
又
は
、
県
中
央
部
（
仙
台
近
郊
）

で
の
輪
番
制
の
2
案
が
示
さ
れ
、
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
　
役
員
選
任
規
程
に
つ
い
て

　
現
行
の
規
程
の
理
事
定
数
は
、
定
款
で

定
め
る
理
事
定
数
の
下
限
人
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
若
干
の
増
員
が
望
ま
し

い
こ
と
、
ま
た
、
増
員
す
る
に
あ
た
っ
て
、

現
行
の
圏
域
区
分
の
変
更
を
行
う
か
否
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
協
議
の
結
果
、
理
事
定
数
は
令
和

３
年
度
に
現
行
の
定
員
に
減
員
し
た
経
緯

が
あ
り
、
令
和
８
年
度
改
選
か
ら
増
員
す

る
の
は
一
貫
性
が
無
い
の
で
、
現
行
の
ま

ま
で
改
定
は
不
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
現

行
の
ま
ま
と
す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

４
　
そ
の
他

　
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
救
援
拠
金
の

最
終
金
額
、
そ
の
他
の
報
告
・
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
登
米
市
老
連
へ
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
の
オ
ー
プ
ン
参
加
等
を
通
じ
て
友

好
関
係
の
醸
成
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

登
米
市
老
連
と
の
話
し
合
い
の
機
会
を
持

ち
た
い
と
考
え
て
い
る
、
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

第
34
回
理
事
会
及
び

令
和
6
年
度
第
2
回
市
町
村
連
合
会
長・

事
務
局
合
同
会
議
の
概
要
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【客室】　　和室19室、和洋室1室
【浴場】　　大浴場（男女）、露天風呂、貸切風呂
【泉質】　　含硫黄・ナトリウム・炭酸水素塩・硫酸塩泉

（低張性・アルカリ性高温泉）
【効能】　　慢性皮膚病・慢性婦人病・糖尿病　など

TEL ／ 0229-87-2121
FAX ／ 0229-87-2502

〒989-6832
大崎市鳴子温泉字星沼18－2

２名様利用の場合
●シルバープラン（60歳以上）
　1泊2食	 9,500円（税込）　
●シニアプラン（50歳以上）　
　1泊2食	 10,000円（税込）
※ゴールデンウイーク,お盆期間,紅葉シーズン,年末年始
は料金が異なりますのでお問合せください。

団体様利用の場合
●宴会プラン
　（15名様以上）
　1泊2食 
　12,000円（税込）

地
元
の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
盛
り
込
ん
だ
お
料
理

「
美
肌
の
湯
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
温
泉
で

ほ
っ
と
一
息
し
ま
せ
ん
か
。

　

し
っと
り

　

し
っと
り

　

あ
った
か

　

あ
った
かや

す
ら
ぎ
の
湯

や
す
ら
ぎ
の
湯

・宴会時間　18：00～（１時間30分）
・カラオケルーム ２時間（サービス）
◎特典・サービス
宴会時、おひとり様へ、お銚子もしくは
ソフトドリンク1本

・送迎 15名以上 要相談
（宴会プラン利用）
片道1時間以内（15名様以上）
1時間以上1時間30分以内（20名以上）

※イメージ
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